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｢小 山 市 地 域 公 共 交 通 計 画 (案 ) ｣に 対 す る パ ブ リ ッ ク ･コ メ ン ト の 実 施 結 果 に つ い て  

 

「小山市地域公共交通計画（案）」に対するパブリック・コメントの実施結果につ

いて、以下のとおり取りまとめましたので、公表いたします。 

今回の意見募集に当たり、ご協力いただきました方々へ御礼を申し上げますととも

に、今後とも本市の公共交通行政にご協力いただきますようお願い申し上げます。 

 
                記 

１．意見募集の概要 

１）閲覧期間：令和４年１２月２０日（火）から令和５年１月２０日（金）まで 

２）閲覧場所：市ホームページ、都市計画課、各地区出張所 

３）提出方法：郵送､ＦＡＸ､電子メールまたは直接書面により都市計画課に提出 
 

２．意見募集の結果 

   提出意見数：５人１１件 
 

３．提出された意見等の概要とこれに対する市の考え方 

項目 ご意見 市の考え方 

26頁 

第２章 

２-３ 

公共交通に 

より実現を 
目指すまち 
と暮らしの姿 

・過度にマイカー中心になってい

ると思われる小山駅周辺を、歩行

者、バス、タクシーが中心となる

ような計画を期待します。 

・歩行者を優先した計画の追加を

して欲しい。 

小山市は、「居心地が良く歩きたくなるま

ちなか」づくり、歩行者中心のまちづくりを

推進するため、国土交通省が募集するウォー

カブル推進都市になっております。 

地域公共交通計画は、地域公共交通のマス

タープランの性格を有し、上記のまちづくり

のうち、主に公共交通に関する方針、施策を

記載するものです。 

ご指摘のうち、自動車交通対策や歩行者空

間整備については、他の行政計画に記載して

いくこととなりますので、ご理解ください。 

33頁 

第３章 

３-２ 

公共交通

サービス

の目標 

P29の「交通渋滞の少ないスムー

ズに移動できるまち」とあるが、

交通渋滞により時々発生している

バスの遅延における対策として、

市内の幹線道路についてバス優先

レーンの導入は検討できないか。 

交通渋滞対策として、バス優先レーン整備

は有効であり、小山市においても将来的に整

備が必要になる可能性があると承知してお

ります。 

しかしながら、本計画の目標年度 2025 年

度までに整備することは費用・期間の面で課

題があり、現時点で整備の必要性が明確では

ないため、施策には掲載しておりません。 

2025 年度以降、交通渋滞対策として必要

が生じれば検討してまいります。 
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42頁 

第３章 

３-４-３ 

運行計画 

ピーク時１時間２本の運行にな

れば、利便性が高まり通勤・通学

者が増え、採算性も向上すると考

えるため、早期の実現を希望しま

す。 

運行本数は､公共交通のサービスレベルと

して非常に重要であるため、マイカー利用者

が通勤･通学等を公共交通に転換しうる最低

限のサービスレベルを｢１時間２本」として、

早期に満たすべく増便に取組んでまいりま

す。 

42頁 

第３章 

３-４-３ 

運行計画 

小山駅･間々田駅着時刻につい

て「ターゲットとなる乗り継ぎ列

車の発車５分前より前に到着する

ようにします」とあるが、駅のサ

イズや、通勤･通学の時間帯、ベビ

ーカー･車椅子･視覚障がい者等の

利用を配慮した時刻の検討をお願

いします。 

また、思川駅は、バス停からホ

ームまで階段の上り下りが必要な

ため、乗り換え時間の十分な時間

確保の検討をお願いします。 

5分前を概ね 5分前と修正し、バス発着時

刻を作成する際には、いただいたご意見を参

考にさせていただきます。 

49頁 

第３章 

P49の 8行目の「探算」は「採算」

では。 

誤字のため「採算」に修正いたします。 

105頁 

第５章 

５-６-４ 

車両 

 介助なしでバスを乗降できるよ

うな車両の導入等の目標設定や、

ベビーカー利用者への配慮等はな

いのでしょうか。 

  

子育て世帯や高齢者、車椅子利用者でも利

用しやすい公共交通環境を目指して、おーバ

ス車両を車両更新時にノンステップの車両

へ転換してまいります。また本計画では位置

付けておりませんが、将来的にはバス乗降場

所のバリアフリー化についても検討してま

いります。 

105頁 

第５章 

５-６-５ 

乗降施設 

 温水プール館前等街灯が付近に

ないため、夕暮れや夜間時にバス

待ちの乗客が、バスの運転手さん

から見落とされないような環境向

上の検討をお願いします。 

バス停を照らす街灯設置には、相応の費用

と期間が必要なため、自治会で管理されてい

る防犯灯活用の可否や、バス停の設置位置等

を検討してまいります。 

107頁 

第５章 

５-６-６ 

利用料金

の設定 

 現在おーバスは、定期券･回数券

の購入にキャッシュレス決済を導

入していますが、普通乗車時でも

キャッシュレス決済（ＩＣカード

やＱＲコード）導入を進めてほし

いです。 

キャッシュレス決済について、月 6日以上

バスに乗る方には、「スマホ de noroca」定

期券、月に数回の方には、「スマホ  de 

noroca」回数券をご案内しております。日常

的にバスに乗らない方も、気軽に購入できる

ように回数券は 500 円から購入できるよう

になっております。また、将来的には、1日

乗車券などの導入も検討してまいります。 

ご提案のＩＣカードは費用面、ＱＲコード

は決済処理時間に課題があり、導入には至っ

ておりません。しかしながら、都度支払う普

通乗車時のキャッシュレス化の重要性につ

いても承知しており、普及率や費用面等を考

慮して導入を検討してまいります。 
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111頁 

第５章 

５-６-８ 

案内 

 案内板、行先表示、車内アナウ

ンス、利用方法等について、多文

化共生の取り組みはないのでしょ

うか。 

現在、バス停の英語表記を進めており、ダ

イヤ改正がある路線から改修を進めており

ます。また配布しているダイヤも英語を併記

しております。 

加えて、おーバスは Google マップで路線

検索や時刻を確認できるようになっており、

地図情報は端末設定言語（多言語）で表示で

きるようになっております。多言語表記未対

応の Google マップバス情報についても英語

等表記ができるよう作業を進めてまいりま

す。 

112頁 

第５章 

５-６-10 

路線定期

運行が適

しない領

域のサー

ビス設計 

 デマンドバスの予約方法につい

て、利便性向上のため、予約シス

テムの改善は目標にいれないので

しょうか。 

現在デマンドバスが担っている郊外部の

公共交通サービスについては、タクシー利用

補助を基本としつつ、デマンドバスとの組み

合わせでサービス内容を設計していくこと

としており、タクシー割引サービス（実証実

験中）の本格運用を優先して検討を進めてお

ります。上記サービス運用開始後、デマンド

バスの利用者数やニーズに応じてサービス

改良について検討してまいります。 

113頁 

第５章 

５-７-４ 

新しい交通 

システム

導入検討 

新しい交通システム導入につい

て、参考として貨物専用線の位置

図も掲載すべき。また、他の地域

への導入検討はないのでしょう

か。 

位置図を追記いたします。 

また、他地域への導入について、現時点で

計画はございませんのでご了承ください。 

 

 


